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2つくばみらい市議会だより

　今回は、地域の防災・防犯の
中心として活躍されています「つ
くばみらい市消防団」の皆さん
にお聞きました。
　現在、消防団は本部及び 11
分団、女性消防団（本部付け）で
組織され、215 人の方々が活動
されています。

消防団

市議会

災
害
も
増
え
て
き
て
い
る
現
在
、
団
員
が
い
な
い
地
区
を

無
く
し
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
活
動
に
参
加
し
て
ほ
し
い

Ｑ
　
消
防
団
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
。

団
長　

私
の
頃
と
、
今
の
世
代
の
方
た
ち
と
は

入
団
す
る
動
機
も
違
う
と
は
思
う
の
で
す
が
、

基
本
的
に
「
誰
か
が
抜
け
た
ら
誰
か
が
入
る
」

と
い
う
順
番
で
入
る
よ
う
な
意
識
付
け
が
あ
り

ま
し
た
。
当
時
は　

人
数
も
多
か
っ
た
の
で
、

誰
か
が
抜
け
た
時
に
自
然
と
入
団
し
ま
し
た
。

団
員　

35
歳
で
入
っ
て
遅
い
方
な
の
で
す
が
、

周
り
の
先
輩
方
が
抜
け
て
人
員
が
足
り
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
何
度
も
親
に
は
入
団

Ｑ　

消
防
団
の
年
間
活
動
に
つ
い
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

団
長　

主
な
活
動
は
、
１
月
に
は
出
初
式
が
あ

り
、
市
の
ポ
ン
プ
車
操
法
大
会
は
毎
年
行
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
隔
年
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
勿
論
、
訓
練
は
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

い
ま
す
が
、
出
来
る
限
り
分
団
に
負
担
を
か
け

な
い
よ
う
な
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
後
は
、

夜
間
に
地
域
警
備
の
よ
う
な
見
回
り
も
行
っ
て

い
ま
す
。
火
災
発
生
時
に
は
、
通
常
の
火
災
で

あ
れ
ば
消
火
活
動
の
片
付
け
等
を
行
う
機
会
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
で
は
地
域
住
民
の

方
々
に
、
消
火
栓
の
使
い
方
の
訓
練
な
ど
も
要

請
が
あ
れ
ば
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
活
動

も
「
地
域
防
災
意
識
」
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
女
性
団
員
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
る

の
で
す
か
。

女
性
団
員　

基
本
的
に
は
、
男
性
団
員
と
一
緒

に
活
動
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
男
性
団
員
の
後

方
支
援
や
救
急
時
の
医
療
訓
練
の
よ
う
な
活
動

で
す
。
な
の
で
、
男
性
団
員
と
違
っ
て
力
が
必

要
な
作
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

の
お
誘
い
は
来
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
内
に

直
接
自
分
の
方
に
声
が
か
か
っ
て
、
年
齢
的
に

も
遅
い
か
な
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
て
入
団
し
ま
し
た
。

団
員　

私
は
石
下
の
昭
和
61
年
の
時
の
災
害
を

き
っ
か
け
に
入
団
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
小
貝

川
の
氾
濫
は
す
ご
く
、
あ
る
程
度
の
知
識
が
な

い
と
大
き
な
災
害
が
起
き
た
時
に
は
、
何
も
出

来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
入
団
し
ま
し

た
。
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― 鈴木喜代志団長（前列中央）と本部役員・分団長のみなさん ―

Ｑ
　
鬼
怒
川
の
災
害
の
時
に
消
防
団
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
時
の
活
動
は
。

団
長　

鬼
怒
川
が
氾
濫
し
、
そ
の
水
を
消
防
自

動
車
で
汲
み
上
げ
る
と
い
う
作
業
で
し
た
。
長

時
間
に
な
り
ま
す
の
で
、
各
分
団
で
協
力
し
な

が
ら
交
代
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
大
災
害
に
な

る
と
消
防
署
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
で
す

し
、
そ
う
な
る
と
地
域
住
民
が
手
伝
う
と
い
う

の
も
馴
染
み
ま
せ
ん
。
消
防
団
は
そ
う
い
う
時

に
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
ま
で
に
、
消
防
団
に
入
団
し
て
良
か
っ

た
事
や
得
し
た
事
は
。

団
員　

私
は
32
歳
で
入
団
し
た
の
で
す
が
、
当

時
は
消
防
団
の
活
動
は
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
入
団
し
て
一
番
衝
撃
だ
っ
た
の
は
、
消
防

団
の
方
々
は
真
面
目
に
地
域
防
災
を
考
え
て
お

り
、
地
元
の
事
を
色
々
知
る
良
い
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。
入
団
前
は
近
所
付
き
合
い
と
い

う
の
も
全
く
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

入
団
し
た
お
陰
で
入
団
し
な
け
れ
ば
知
り
合
わ

な
か
っ
た
方
や
近
所
の
方
と
も
交
流
す
る
機
会

に
な
っ
た
の
は
良
か
っ
た
で
す
。

Ｑ
　
最
後
に
、
議
会
や
議
員
に
対
し
て
要
望
な

ど
は
あ
り
ま
す
か
。

団
員　

自
分
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
が
、
企
業

は
消
防
団
の
活
動
に
対
し
て
あ
ま
り
協
力
的
で

は
な
く
、
日
中
と
か
残
業
の
際
に
出
動
要
請
が

か
か
っ
て
も
出
ら
れ
ま
せ
ん
。
仕
事
と
地
元
、

ど
ち
ら
も
大
切
で
す
。
市
長
や
議
員
の
皆
様
に

は
、
ぜ
ひ
、
企
業
に
対
し
て
地
域
防
災
の
必
要

性
を
認
識
し
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

消
防
団
の
皆
様
、
長
時
間
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
時

間
を
割
い
て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ん
が
消
防
団
の
方
々
の
活
動
に
心
の
中

で
感
謝
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
記
事
を
通

し
て
読
ん
で
頂
い
た
方
々
に
、
地
域
防
災
の
意
識

が
芽
生
え
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

（
取
材
者　

今
川
英
明
、
飯
村
裕
一
）

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
、

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
意
識
も
ど
ん
ど
ん
芽
生
え
て
ほ
し
い
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●
第
４
回
定
例
会
で
審
査
し
た
案
件

　
　

市
長
提
出
案
件	

23
件

　
　

議
員
提
出
案
件	

1
件

　
　

請　
　
　
　

願	

３
件

　

	

計
27
件

第
４
回
定
例
会　

11
月
28
日
～
12
月
９
日

	

（
12
日
間
）

つ
く
ば
み
ら
い
市
の

　
　
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

議
案
審
議

　

伊
奈
第
３
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
、
社

会
福
祉
法
人 

つ
く
ば
み
ら
い
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
移
行
す
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
議
案
第
53
号 

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て
は
、
伊
奈
第
３
保
育

所
を
公
私
連
携
型
保
育
所
と
し
て
運
営
す
る
に
あ
た
り
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
、
安
定
的
な
保
育
事
業
を
運
営
す
る
た
め
、
当
該
保
育
所
の
土
地
、

建
物
、
附
帯
設
備
な
ど
に
つ
い
て
、
無
償
に
て
貸
付
す
る
も
の
で
す
。

無
償
貸
付
を
す
る
に
当
た
り
、
権
利
や
許
可
の
法
的
な
整
備
に
問

題
は
な
い
の
か
。

現
在
の
登
記
は
、
土
地
が
「
畑
」、
建
物
が
「
未
登
記
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
３
年
後
の
完
全
に
民
営
化
す
る
ま
で
に
は
手
続
き
を

し
た
い
。

伊
奈
第
３
保
育
所
の
運
営
が

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
変
わ
り
ま
す

Pick up1
こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

ＱＡ （
議
案
第
51
号　
つ
く
ば
み
ら
い
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
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今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
と
も
５
億
９
７
５
万
円
を

増
額
す
る
も
の
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
中
学
校
耐
震
・
大
規
模
改
修

事
業
５
億
２
千
５
１
４
万
４
千
円
で
、
こ
の
事
業
内
容
は
各
中
学
校
の
非

構
造
部
材
等
落
下
防
止
対
策
及
び
伊
奈
東
中
学
校
の
大
規
模
改
修
工
事
を

国
の
補
助
金
の
追
加
交
付
が
決
定
さ
れ
た
た
め
、
前
倒
し
し
て
実
施
す
る

も
の
で
す
。
な
お
、
補
正
の
総
額
よ
り
こ
の
事
業
の
額
が
大
き
い
の
は
、

人
件
費
等
が
減
額
補
正
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

総
合
福
祉
施
設
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

法
人
つ
く
ば
み
ら
い
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
、
小
絹
児
童
館
に
つ
い
て
は
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
を
、
谷
井
田
、
小
絹
、
板
橋 

及
び
み
ら
い
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
４
館
に
つ
い
て
は
、
一
括
し

て
シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
を
そ
れ
ぞ
れ
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
も
の
で
す
。

コ
ミ
セ
ン
の
管
理
運
営
を
効
果
的
、
効
率
的
に
行
う
た
め
の
具
体

的
な
質
と
量
と
は
何
か
。

み
ら
い
平
コ
ミ
セ
ン
に
セ
ン
タ
ー
機
能
を
持
た
せ
、
効
果
的
、
効

率
的
に
管
理
し
て
行
く
。
質
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
行
く
。
ま
た
、
量
に

つ
い
て
は
、
月
２
回
以
上
の
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
く
。

伊
奈
東
中
学
校
の

大
規
模
改
修
工
事
な
ど
を
予
算
化

公
共
施
設
の
管
理
者
が

決
ま
り
ま
し
た

Pick up3

Pick up2
こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

ＱＡ

（
議
案
第
58
号　
平
成
28
年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
））

（
議
案
第
54
号
〜
議
案
第
56
号　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
）

大規模改修工事を行う伊奈東中校舎
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議案番号 議　案　名 結　果

報告第 9 号 専決処分の報告について（第３号）※地代増額請求事件訴訟の和解 報告

報告第10号 専決処分の報告について（第４号）※道路管理瑕疵による車両物損事故の和解 報告

同意第14号 農業委員会委員の任命について　 同意

同意第15号 農業委員会委員の任命について　 同意

議案第47号 つくばみらい市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例　 原案可決

議案第48号 つくばみらい市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例　 原案可決

議案第49号
つくばみらい市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例　

原案可決

議案第50号 つくばみらい市税条例等の一部を改正する条例　 原案可決

議案第51号 つくばみらい市立保育所条例の一部を改正する条例　 原案可決

議案第52号 つくばみらい市国民健康保険税条例の一部を改正する条例　 原案可決

議案第53号 財産の無償貸付について　※伊奈第３保育所の土地・建物・付帯設備など 原案可決

議案第54号
公の施設の指定管理者の指定について

※総合福祉施設きらくやまふれあいの丘の管理運営
原案可決

議案第55号 公の施設の指定管理者の指定について　※小絹児童館の管理運営 原案可決

議案第56号
公の施設の指定管理者の指定について

※コミュニティセンター４館の一括管理運営
原案可決

議案第57号 取手地方広域下水道組合規約の変更について　 原案可決

議案第58号 平成２８年度つくばみらい市一般会計補正予算（第３号）　 原案可決

議案第59号 平成２８年度つくばみらい市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）　 原案可決

平成２８年（１１・１２月）　第４回定例会　議決一覧表
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議案番号 議　案　名 結　果

議案第60号 平成２８年度つくばみらい市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）　 原案可決

議案第61号 平成２８年度つくばみらい市介護保険特別会計補正予算（第２号）　 原案可決

議案第62号 平成２８年度つくばみらい市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）　 原案可決

議案第63号 平成２８年度つくばみらい市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）　 原案可決

議案第64号 平成２８年度つくばみらい市水道事業会計補正予算（第２号）　 原案可決

議案第65号 財産の取得について　※タブレット・ノートパソコンの購入 原案可決

発議第 5 号
まもなく４０年を迎える東海第二原発の２０年延長の申請をしないよう働きかけ
ることを求める意見書　

原案可決

番　号 請願・陳情名 結　果

請願第 4 号
「まもなく４０年を迎える東海第２原発の２０年延長の申請をしないよう働きか
けることを求める意見書」提出の請願書

採択

請願第 5 号 「後期高齢者の保険料軽減特例の継続を求める意見書」の提出を求める請願書 不採択

請願第 6 号
「高額療養費」「後期高齢者の窓口負担」の見直しにあたり、現行制度の継続を求
める意見書の採択を求める請願

不採択

陳情第 3 号
陳情書（日本の全ての原子力発電所の活動を停止し、日本の全ての核燃料を東京
都下のはるか南の鳥島に運び、鳥島の地下に埋蔵する事を求める意見書の採択）

全議員及
び執行部
に配布

陳情第 4 号 小絹、谷井田、板橋コミセンの民間委託を中止して頂きたい件　
全議員及
び執行部
に配布
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議
案
第
54
号
…
…
…
…
…
…

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

　
野
口
修
議
員

【
賛
成
討
論
】

　
古
川
よ
し
枝
議
員

議
案
第
55
号
…
…
…
…
…
…

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

【
賛
成
討
論
】

　
伊
藤
正
実
議
員

【
反
対
討
論
】

　
海
老
原
弘
議
員

　
野
口
修
議
員

　
柿
沼
朋
幸
議
員

議
案
第
56
号
…
…
…
…
…
…

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

　
野
口
修
議
員

　
柿
沼
朋
幸
議
員

請
願
第
５
号
…
…
…
…
…
…

　
「
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽

減
特
例
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め

る
請
願
書

【
賛
成
討
論
】

　
柿
沼
朋
幸
議
員

請
願
第
６
号
…
…
…
…
…
…

　
「
高
額
療
養
費
」「
後
期
高

齢
者
の
窓
口
負
担
」
の
見

直
し
に
あ
た
り
、
現
行
制

度
の
継
続
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
請
願

【
賛
成
討
論
】

　
柿
沼
朋
幸
議
員

発
議
第
５
号
…
…
…
…
…
…

　

ま
も
な
く
40
年
を
迎
え
る

東
海
第
二
原
発
の
20
年
延

長
の
申
請
を
し
な
い
よ
う

働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書

【
反
対
討
論
】

　
豊
島
葵
議
員

【
賛
成
討
論
】

　
古
川
よ
し
枝
議
員

討
論

第
４
回
定
例
会

議
案
第
51
号
…
…
…
…
…
…

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
立
保
育

所
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

【
反
対
討
論
】

　
古
川
よ
し
枝
議
員

議
案
第
53
号
…
…
…
…
…
…

　

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い

て
【
反
対
討
論
】

　
古
川
よ
し
枝
議
員

議
案
第
54
・
55
・
56
号
…
…

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　

各
施
設
の
候
補
者
の
選
定

に
つ
い
て

　
　
野
口
修
議
員

議
案
第
58
号
…
…
…
…
…
…

　

平
成
28
年
度
つ
く
ば
み
ら

い
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

伊
奈
東
中
学
校
大
規
模
改

修
工
事
の
内
容
に
つ
い
て

　
　
野
口
修
議
員

議
案
質
疑

第
４
回
定
例
会
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皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生

活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
質
問
は
、
議
員
本
人
が
概
ね
２
０
０
字
を
目

安
に
要
約
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

質
問
議
員
11
名　
26
質
問
　
項
目

●
伊
藤
議
員

　
各
地
の
公
共
図
書
館
で
「
読
書
通
帳
」

の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
よ
う
な
専
用
端
末
が
図
書
館
に
置
か

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
読
書
通
帳
な
る
も

の
を
通
す
と
、
自
分
が
読
ん
だ
本
の
タ

イ
ト
ル
や
貸
出
日
を
記
録
で
き
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
子
ど

も
た
ち
の
読
書
離
れ
に
歯
止
め
を
か
け
、

多
く
の
本
を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
あ
る
。

　
読
書
の
習
慣
を
大
人
に
な
っ
て
か
ら

も
続
け
る
「
橋
渡
し
役
」
と
し
て
活
用

で
き
る
制
度
と
し
て
、
導
入
を
提
案
す

る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

●
市
長

　

読
書
は
、
子
ど
も
が
言
葉
を
選
び
、

感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、
想
像

力
豊
な
も
の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
上
で
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
テ
レ
ビ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
等
の
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
や
子

ど
も
の
生
活
環
境
の
変
化
、
さ
ら
に
は

幼
児
期
か
ら
読
書
習
慣
の
未
形
成
な
ど

に
よ
り
、
子
ど
も
の
読
書
離
れ
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
議
員
の
提
案
の
読
書
通

帳
制
度
は
、
私
も
子
ど
も
の
読
書
活
動

を
推
進
す
る
上
で
効
果
が
期
待
で
き
る

も
の
と
考
え
て
お
り
、
新
年
度
予
算
に

付
け
て
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
み
ら
い
平
地
区
に
街
灯
（
防
犯
灯
、

公
園
灯
）
に
つ
い
て

伊藤　正実
議員

読
書
通
帳
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
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●
海
老
原
議
員

　
谷
井
田
、
板
橋
、
小
絹
コ
ミ
セ
ン
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
管

理
さ
れ
て
き
た
が
、
民
間
委
託
に
移
行

す
る
こ
と
に
よ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
影
響
が
心
配
で
あ
る
。
谷
井

田
、
板
橋
、
小
絹
の
コ
ミ
セ
ン
で
は
、

特
に
指
導
の
な
い
ま
ま
、
企
画
力
や
運

営
面
で
、
み
ら
い
平
コ
ミ
セ
ン
と
何
が

違
っ
た
の
か
。
ま
じ
め
に
仕
事
を
し
て

き
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
々

か
ら
す
れ
ば
気
の
毒
で
あ
る
。シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
で
あ
る
市
長

は
、
そ
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
仕
事
の
確

保
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

●
教
育
部
長

　
今
回
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
部
屋
貸
し
と
し
て
の
利
用

の
み
で
は
な
く
、
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン

ト
等
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
満

足
度
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
で
き
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
活
用
す
る
よ

う
、
指
定
管
理
者
選
定
公
募
の
仕
様
書

の
中
に
記
載
し
て
い
る
。

●
市
長

　
市
で
は
、
従
来
か
ら
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
事
業
に
加
え
、

今
年
度
新
た
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

清
掃
業
務
を
お
願
い
し
、
公
共
分
野
の

業
務
を
増
や
し
て
い
る
。
今
後
と
も
積

極
的
に
高
齢
者
に
適
し
た
仕
事
の
提
供

に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
交
通
事
故
対
策
に
つ
い
て

●
今
川
議
員

　
い
ま
世
界
で
は
、
化
石
燃
料
を
消
費

し
て
Ｃ
Ｏ₂
を
排
出
し
人
間
は
生
活
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
Ｃ
Ｏ₂
が
地
球
温
暖
化
、

異
常
気
象
に
繫
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
国
際
間
で
い
ろ
い
ろ
な
努
力
を
し
て

い
る
が
、
先
の
見
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

温
暖
化
対
策
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ナ

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
取
り
組
み
が

あ
り
、
亀
岡
市
で
行
っ
て
い
る
事
業
で
、

竹
を
炭
化
し
て
炭
の
状
態
で
畑
に
戻
す

こ
と
で
Ｃ
Ｏ₂
の
削
減
に
な
る
。
そ
し
て
、

そ
の
畑
で
野
菜
を
作
る
こ
と
で
、
一
石

二
鳥
の
効
果
が
あ
る
。
本
市
で
も
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

●
市
民
経
済
部
長

　
本
市
と
し
て
、
こ
の
事
業
か
ら
参
考

と
な
る
部
分
と
し
て
は
、
産
官
学
を
中

心
と
し
た
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
、
自
治
体
か
ら
の
補
助
金
等
に
過
大

な
依
存
を
せ
ず
、
事
業
で
生
み
出
さ
れ

た
資
金
や
利
益
を
支
え
に
、
継
続
可
能

な
仕
組
み
が
作
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

議
員
の
提
案
で
あ
る
、
市
民
団
体
に
よ

る
本
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
地
球

温
暖
化
対
策
と
し
て
有
効
な
事
業
で
あ

り
、
興
味
を
持
っ
て
い
る
市
民
団
体
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
有
り
難

い
話
で
あ
り
、
ま
ず
市
民
団
体
と
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
今
後
は
、
亀
岡
市
や
他
の
先
進
事
例

等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
地
域

特
性
と
な
る
、
多
く
の
農
地
や
樹
林
地

を
活
か
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
調
査
研
究
を
行
っ
て
参

り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
☆
総
合
病
院
の
誘
致
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

海老原　弘
議員

地
球
温
暖
化
対
策
、
Ｃ
Ｏ₂
の
削
減
に

つ
い
て

今川　英明
議員
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
行
政
ア
プ
リ
に

つ
い
て

坂　　洋
　　　 議員

●
坂
議
員

　
急
速
に
普
及
が
進
む
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
、
自
治
体
の
情
報
提
供
の
あ
り
方

を
変
え
つ
つ
あ
る
。

　
ス
マ
ホ
に
よ
る
行
政
か
ら
の
お
知
ら

せ
、例
え
ば
、不
審
者
情
報
、災
害
情
報
、

休
日
夜
間
診
療
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー
、防
犯
情
報
、火
災
情
報
、

避
難
場
所
、
お
天
気
カ
メ
ラ
、
交
通
情

報
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
行
政
ア
プ
リ
の
活
用
は
市
民
や
行
政

に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
利
点
と
課
題

が
あ
る
か
。
さ
ら
に
、
そ
の
導
入
に
つ

い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

●
市
長
公
室
長

　
利
点
と
し
て
は
、
一
般
的
に
、「
ア
プ

リ
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
「
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
」
を
比
較
し
た
場
合
、
表
示

速
度
や
操
作
性
に
お
い
て
、
ア
プ
リ
の

方
が
優
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　
課
題
と
し
て
は
、
い
か
に
ア
プ
リ
の

利
用
者
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
か
と

い
う
点
と
、
さ
ら
に
便
利
な
機
能
を
備

え
た
ア
プ
リ
が
次
々
と
リ
リ
ー
ス
さ
れ

る
中
、
行
政
と
し
て
一
度
導
入
し
た
ア

プ
リ
を
数
年
で
別
の
ア
プ
リ
に
変
更
す

る
こ
と
や
、
簡
単
に
利
用
を
や
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
も
課
題
と
さ
れ
る
。

　
市
と
し
て
は
、
市
民
へ
の
情
報
提
供

の
充
実
は
と
て
も
重
要
と
考
え
、
ま
ず

は
広
報
紙
ア
プ
リ
の
導
入
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。
そ
の
他
の
行
政
ア
プ
リ

に
つ
い
て
も
、
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
し

て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

●
染
谷
議
員

　
近
年
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
頻
発

し
て
い
る
。
災
害
が
起
き
た
と
き
問
題

と
な
る
の
が
膨
大
な
廃
棄
物
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
災
害
で
本
市
の
災
害
ご
み

の
量
や
種
類
と
処
理
費
用
の
状
況
を
伺

う
。

　
災
害
廃
棄
物
処
理
の
混
乱
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
に
、
事
前
に
ご
み
の
仮

置
き
場
や
処
理
方
法
を
定
め
た
災
害
廃

棄
物
処
理
計
画
の
策
定
を
国
は
自
治
体

に
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
計
画
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
支
援
す
る
災
害
廃
棄
物
処
理

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
発
足
し
て
い
る

の
で
大
い
に
活
用
し
、
一
日
も
早
く
災

害
ご
み
の
仮
置
き
場
を
計
画
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

●
市
民
経
済
部
長

　
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
の
災
害
ご
み
の
内
容
は
、
被
害
の

あ
っ
た
家
屋
の
屋
根
材
や
塀
の
が
れ
き

が
大
半
で
、
総
処
分
量
は
約
９
０
０
ト

ン
、
処
理
費
用
は
約
１
千
万
円
で
、
国

庫
補
助
金
等
が
あ
り
市
の
負
担
額
は
約

２
０
０
万
円
で
あ
る
。

　
次
に
、
平
成
27
年
９
月
10
日
の
関
東・

東
北
豪
雨
の
災
害
ご
み
の
内
容
は
、
家

具
や
畳
が
大
半
で
、
総
処
分
量
は
約
25

ト
ン
、
処
理
費
用
は
約
３
１
０
万
円
、

国
庫
補
助
金
等
が
あ
り
市
の
負
担
額
は

約
60
万
円
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
は
、
今
後
、
県
が
策
定
す

る
指
針
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
関
係
部

署
と
も
協
議
し
て
、
災
害
廃
棄
物
処
理

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
つ

い
て

災
害
ご
み
に
つ
い
て

染谷　礼子
議員
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●
飯
村
議
員

　

現
在
、
様
々
な
自
治
体
で
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
の
入
手
を
支
援
す
る
動
き
が

広
が
っ
て
お
り
、
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
し
た
り
、
寄
付
さ
れ
た
髪
の
毛
で

つ
く
っ
た
ウ
ィ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
り
と
い
う
内
容
も
あ
る
。
そ
の
中
に

は
、
県
と
共
同
で
行
う
も
の
も
あ
る
よ

う
だ
が
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
今

後
に
何
か
検
討
し
て
い
る
取
り
組
み
が

あ
る
か
。

　
ま
た
、
市
で
貸
し
出
し
て
い
る
医
療

用
具
な
ど
と
併
せ
て
貸
し
出
せ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

●
市
長

　
現
在
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入
費

用
の
助
成
に
つ
い
て
、
全
国
で
先
行
し

て
い
る
自
治
体
は
、
山
形
県
並
び
に
山

形
県
内
全
市
町
村
、
鳥
取
県
、
そ
の
他

９
市
町
村
で
あ
り
、
助
成
金
額
は
１
～

３
万
円
で
あ
る
。

　
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
は
、
が
ん
患
者
や

家
族
の
精
神
的
・
経
済
的
な
負
担
を
軽

減
し
、
患
者
の
就
労
や
社
会
参
加
に
も

大
き
な
役
割
を
担
う
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
も
が
ん
対
策
事
業
に
は
、
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
医
療

用
ウ
ィ
ッ
グ
助
成
事
業
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
喫
煙
対
策
と
タ
バ
コ
税
に
つ
い
て

　
☆
知
っ
て
い
ま
す
か
？
県
民
手
帳

●
鐘
ケ
江
議
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
個
人
が
応
援
し

た
い
自
治
体
へ
寄
附
で
き
る
制
度
だ
が
、

近
年
、
返
礼
品
の
高
額
化
・
転
売
の
問

題
や
、
収
支
が
赤
字
の
自
治
体
も
あ
る
。

本
市
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
地
域
振
興
や
地
元
産
業
活
性
化
の
た

め
、
体
験
型
や
観
光
型
返
礼
品
を
検
討

と
、よ
り
具
体
的
な
事
業
に
対
し
、ネ
ッ

ト
上
で
資
金
寄
附
を
募
る
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
入
の
見

解
を
伺
う
。

　
ま
た
、
市
職
員
も
市
外
在
住
職
員
や

親
戚
、
知
人
に
Ｐ
Ｒ
し
、
税
収
ア
ッ
プ

に
協
力
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

●
総
務
部
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
つ
い
て

は
、
間
宮
林
蔵
ゆ
か
り
の
地
「
稚
内
市
」

や
「
香
取
市
」
の
特
産
品
を
追
加
し
、

平
成
27
年
度
の
収
支
で
は
、
本
市
へ
の

納
税
額
は
、
約
４
千
３
０
０
万
円
、
返

礼
品
や
事
務
費
な
ど
を
差
し
引
く
と
約

２
千
１
２
０
万
円
と
な
り
、
本
市
民
の

他
自
治
体
へ
の
納
税
に
よ
る
税
の
控
除

適
用
額
は
、
約
１
千
７
６
０
万
円
で
、

収
支
は
約
３
６
０
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。

　

市
外
在
住
の
市
職
員
に
対
し
て
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
本
市
へ
の
寄
附

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
引
き
続
き
、
協

力
を
お
願
い
し
て
い
く
。
ま
た
本
人
の

み
な
ら
ず
、
家
族
や
友
人
等
に
も
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

●
市
長

　
体
験
型
の
返
礼
品
や
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
に

つ
い
て

飯村　裕一
議員

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
に
つ
い
て

鐘ケ江　礼生奈
議員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
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●
柿
沼
議
員

　
障
が
い
の
違
い
で
受
け
ら
れ
る
医
療

に
違
い
が
あ
る
こ
と
は
お
か
し
い
。
身

体
の
方
と
知
的
の
方
は
各
々
の
障
が
い

手
帳
の
区
分
に
よ
り
、
手
帳
保
持
者
の

約
半
数
が
医
療
費
全
額
公
費
助
成
。
精

神
の
方
は
手
帳
区
分
で
は
な
く
、
障
害

年
金
１
級
該
当
と
な
っ
て
い
る
た
め
に

制
度
適
応
者
は
１
割
未
満
。（
※
茨
城
県
）

障
が
い
特
性
か
ら
長
期
通
院
、
継
続
就

労
が
困
難
等
で
無
年
金
者
が
多
い
。
奈

良
県
で
は
、
手
帳
１
級
、
２
級
の
方
が

実
現
。
県
へ
の
働
き
か
け
と
市
独
自
の

精
神
障
が
い
者
へ
の
マ
ル
福
拡
充
を
求

め
る
。

●
保
健
福
祉
部
長

　
現
在
、
マ
ル
福
の
対
象
区
分
を
重
度

の
障
が
い
者
と
し
て
い
る
中
で
、
障
が

い
の
程
度
が
中
度
で
あ
る
「
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
２
級
保
持
者
」
の
方

ま
で
を
、
マ
ル
福
対
象
者
と
し
た
場
合
、

身
体
障
が
い
者
の
方
や
知
的
障
が
い
者

の
方
で
、
障
が
い
が
中
度
の
方
も
対
象

に
し
な
け
れ
ば
均
衡
が
と
れ
な
く
な
る

と
考
え
る
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
２
級
保
持
者
ま
で
を
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
保
持
者
、

あ
る
い
は
、療
育
手
帳
「
マ
ル
Ａ
」・「
Ａ
」

保
持
者
と
同
様
に
、
マ
ル
福
対
象
者
と

す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
絹
の
台
街
路
歩
道
の
段
差
解
消
補

修
に
つ
い
て

　
☆
防
災
情
報
の
収
集
・
伝
達
計
画
と

市
民
へ
の
情
報
伝
達
の
現
状
に
つ

い
て

●
古
川
議
員

　
労
働
基
準
法
は
勤
務
時
間
を
原
則
１

日
８
時
間
、
週
40
時
間
と
定
め
て
い
る
。

こ
れ
を
超
え
る
場
合
は
労
働
団
体
と
の

「
時
間
外
労
働
時
間
」
の
締
結
が
必
要
。

労
使
協
定
す
る
場
合
で
も
時
間
外
勤
務

は
月
45
時
間
が
限
度
。

①
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
実
態
は
ど
う

か
。

②
時
間
外
労
働
時
間
の
締
結
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

③
月
最
大
１
０
０
時
間
を
超
え
る
時
間

外
勤
務
の
部
署
が
あ
る
が
、
職
員
配

置
の
改
善
や
人
口
増
や
各
種
制
度
改

定
・
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る
情
報
処
理
業
務

増
、
災
害
対
応
な
ど
を
考
慮
し
た
職

員
増
が
必
要
で
は
な
い
か
。

●
総
務
部
長

　
平
成
27
年
度
の
職
員
の
時
間
外
勤
務

の
状
況
は
、
職
員
一
人
当
た
り
年
間

１
１
２・４
時
間
で
、
月
平
均
で
は
一
人

９・４
時
間
と
な
る
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
の
上
期
の
状
況

で
は
、
26
年
度
、
27
年
度
と
比
較
し
て
、

僅
か
で
は
あ
る
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
現
在
、
職
員
組
合
は
な
い
が
、
労
働

省
告
示
の
時
間
外
の
延
長
の
限
度
等
に

関
す
る
基
準
に
よ
り
上
限
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
基
準
に
従
っ
て
今
後
と

も
所
属
長
に
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
職
員
の
採
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
毎

年
、
各
課
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

各
課
の
適
正
数
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、業
務
量
に
見
合
っ

た
適
正
な
人
員
配
置
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
わ
か
く
さ
・
す
み
れ
幼
稚
園
、
保

育
所
の
耐
震
化
に
つ
い
て

柿沼　朋幸
議員

精
神
障
が
い
者
へ
の
医
療
福
祉
制
度

（
マ
ル
福
）
の
市
独
自
の
拡
充
を
求
め
る

市
職
員
の
労
働
環
境
に
つ
い
て

古川　よし枝
議員
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●
野
口
議
員

　
市
の
指
定
管
理
者
の
指
定
は
、
市
民

の
大
き
な
関
心
を
呼
ん
だ
。
そ
れ
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
３

館
を
指
定
管
理
者
に
移
行
す
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
理
由
や

選
定
基
準
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
誰
が

選
定
し
た
の
か
、
ど
う
し
て
前
も
っ
て

教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
な
ど
の
疑

問
に
対
し
て
市
民
や
利
用
者
に
説
明
責

任
を
果
た
し
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
だ

と
思
う
。

　
今
後
、
市
役
所
幹
部
の
選
定
委
員
に

第
三
者
を
加
え
た
り
、
選
定
情
報
の
公

開
、
市
民
と
の
情
報
の
共
有
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

●
市
長
公
室
長

　
指
定
管
理
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
市
で
は
先
行
手
続
の
透
明
性
か
つ

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
25
年

11
月
に
定
め
た
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
公

の
施
設
指
定
管
理
者
制
度
運
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
公
募
選
考
を
行
っ

て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
選
定
に
至
る
ま
で
の

部
分
に
つ
い
て
、
や
は
り
公
表
す
べ
き

と
こ
ろ
は
公
表
す
る
と
い
う
基
本
に

立
っ
て
、
選
定
に
至
る
ま
で
の
段
階
の

公
表
に
つ
い
て
は
、
そ
の
方
法
を
含
め

た
公
表
基
準
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

●
市
長

　
「
見
え
る
化
」
と
い
う
こ
と
は
す
ご
く

大
事
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
全
て
の

も
の
を
「
見
え
る
化
」
に
し
て
い
き
た

い
と
思
う
が
、
企
業
側
の
非
公
表
の
情

報
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
よ
う
な

も
の
も
調
整
し
な
が
ら
、「
見
え
る
化
」

を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
つ
く
ば
み
ら
い
市
障
が
い
者
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

　
☆
29
年
度
予
算
に
つ
い
て

●
小
田
川
議
員

　
大
和
田
地
区
の
太
陽
光
発
電
施
設
に

関
す
る
農
振
除
外
申
請
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
件
に
つ
い
て
伺
う
。

　
こ
の
案
件
は
土
地
所
有
者
、
地
元
住

民
、
土
地
改
良
区
の
同
意
を
得
た
申
請

で
あ
る
。
ま
た
、
雨
水
対
策
と
し
て
当

該
施
設
事
業
者
が
、
隣
接
す
る
狸
穴
地

区
の
農
業
用
排
水
路
２・
１
㎞
の
改
修

工
事
を
負
担
す
る
こ
と
で
狸
穴
地
区
も

事
業
に
賛
同
し
て
い
る
。
農
地
を
守
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
農
家
の
生
活
、

経
済
的
な
安
定
は
保
た
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
維
持
管
理
や
後
継
者
問
題
な
ど
を

考
え
た
上
で
の
決
断
で
は
な
い
の
か
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
市
で
は

今
後
の
農
業
政
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

●
市
長

　
市
と
し
て
は
、
近
隣
に
先
駆
け
て
策

定
し
た
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
に
よ
る
地
域
の
話
し
合
い
を

通
じ
て
農
業
の
現
状
を
把
握
し
、
農
地

を
有
効
利
用
す
る
観
点
か
ら
、
農
地
中

間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
農
地
集
積
や
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に
よ
り

集
落
地
域
が
行
う
農
業
資
源
の
維
持
、

保
全
活
動
へ
の
助
成
金
交
付
を
実
施
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
青
年
就
農
給
付
金
を
活
用
し

た
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、

経
営
規
模
の
拡
大
や
６
次
産
業
の
推
進

を
含
め
た
経
営
改
善
へ
の
支
援
な
ど
、

担
い
手
の
育
成
、
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
も
、
農
業
の
振
興
の
た
め
に
、

良
好
な
営
農
条
件
を
備
え
た
農
地
の
保

全
と
維
持
、
整
備
を
適
切
に
行
い
、
農

業
の
発
展
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
市
内
の
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

農
地
利
用
に
つ
い
て

小田川　浩
議員

野口　修
　　　 議員

公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
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【
総
務
常
任
委
員
会
】

　

研
修
期
間　
平
成
28
年
10
月
26
日
・
27
日

　

研
修
場
所　
静
岡
県
熱
海
市
、
袋
井
市
、

　
　
　
　
　
　

県
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー

　

研
修
人
員　
６
人

　

研
修
内
容　
防
災
・
災
害
対
策
に
関
し
、
東

海
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
が
想

定
さ
れ
て
い
る
静
岡
県
に
お
い

て
、
熱
海
市
と
袋
井
市
及
び
静

岡
県
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
で
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
】

　
研
修
期
間　
平
成
28
年
10
月
18
日
・
19
日

　
研
修
場
所　
北
海
道
札
幌
市
、
小
樽
市

　
研
修
人
員　
７
人

　
研
修
内
容　
義
務
教
育
施
設
適
正
配
置
に
関

し
、
札
幌
市
で
は
４
つ
の
小
学

校
を
統
合
し
た
「
資
生
館
小
学

校
」
を
視
察
し
、
小
樽
市
で
は

学
校
規
模
・
学
校
配
置
適
正
化

基
本
計
画
に
つ
い
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

【
経
済
常
任
委
員
会
】

　
研
修
期
間　
平
成
28
年
10
月
12
日
・
13
日

　
研
修
場
所　
京
都
府
亀
岡
市
、
長
岡
京
市

　
研
修
人
員　
７
人

　
研
修
内
容　
地
球
温
暖
化
対
策
及
び
環
境
教

育
に
関
し
、
亀
岡
市
で
は
「
亀

岡
カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ナ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
視
察
し
、
長
岡

京
市
で
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
環
境
絵
本
製

作
を
研
修
し
ま
し
た
。

行政視察報告

亀岡市でのカーボンマイナスプロジェクト視察風景

熱海市での研修風景

札幌市での資生館小学校視察風景



16つくばみらい市議会だより

　伊奈東中学校（直井校長）２年生、三島小学校（鈴木校長）６年生、板橋小学校（石塚校

長）６年生、谷原小学校（藤田校長）６年生、豊小学校（中田校長）６年生のみなさんが、

議会の一般質問を傍聴しました。

　感想文をお寄せ頂きましたので、その一部をご紹介します。

　なお、市議会では21世紀を担う子どもたちに小中学生の時代から議会に興味を持っていた

だき、市民にとってより一層身近で親しみやすい議会を目指す取り組みを平成20年度より開

始し、市内小中学校単位での本会議傍聴を促進しています。

　私は三回ほど議会に行ったことがありま
す。1回は小学生のころ、二回目は中学生
議会に参加した時です。中学生議会に参加
した時は、自分が議員さん役になり、市長
さんなどに質問をさせてもらいました。今
回は本当の議員さんが質問しているのを聞
かせてもらいました。聞いて感じたことは、
市民のことをとても大切に考えて話してい
るということです。このことから議員さん
はとても大切な仕事をしていることがわか
りました。これからも市の発展のためにが
んばって欲しいと思いました。

伊奈東中学校２年１組　曽
そ が お

我尾  星
せ な

那 さん 議会傍聴をして

小中学生のみなさんが議会を見学 !!

伊奈東中学校２年１組のみなさん



17 つくばみらい市議会だより

　ぼくは、初めて市議会をしているところ
を見て思ったことが、3つあります。一つ
目は、市議会に出ている人たちの態度です。
議員の人たちは、動かずしっかり話を聞い
ていて、すごく立派だなぁと思いました。
二つ目は、議長の姿勢です。背筋が伸びて
いて、しかも冷静に議員の人を指していて
すごいと思いました。三つ目は、質問に対
応していることです。議員の質問に応える
市の人が、すぐに質問に応じるのがすごい
と思いました。ぼくは、議員の皆さんのよ
うに自分の意見をしっかり言いたいと思い
ました。

　今回の議会の内容を聞いて私は納得した
お話がありました。それは交通整備につい
てのお話です。みらい平の人通りが多いと
ころでは整備が行われていて安全だとは思
いますが、人通りがあまりなく見通しが悪
いところの整備がなっていないのでは？と
私は思いました。人通りが少なくても小中
学生の通学路であったりすることもあるの
で、人通りが少ない場所も安心して通れる
ような市になってほしいと思いました。ま
た、議員さんの話にあったとおり、ながら
スマホや、イヤホンを付けて自転車を運転
する人がいると安全に運転していても事故
がおきるようになってしまうので、自転車
に乗る人全員が事故への関心を高める事が
大切だと見学により分かりました。

三島小学校６年１組　坂
さ か も と

本  叶
か な う

侑 さん

伊奈東中学校２年２組　堤
つつみ

　愛
あ い か

華 さん

初めて見た市議会

議会見学により納得したこと

三島小学校６年１組のみなさん

伊奈東中学校２年２組のみなさん



18つくばみらい市議会だより

　私は、今まで議会について、あまり知ら
なかったし、考えていませんでした。でも、
実際に見学して、実は私達の生活と大きく
関係があり、大切だということが分かりま
した。議会で話し合っていることはだいた
いしか分かりませんでしたが、質問と答え
を聞いて、道や病院などの仕組みはよく考
えて決めていることが分かりました。

板橋小学校６年２組　星
ほ し

  真
ま あ や

絢 さん 初めて分かったこと

　市議会ではつくばみらい市の PRとふる
さと納税の話をしていました。特につくば
みらい市の PRでは、ホームページでロケ
地の写真などを公開。ワープステーション
を中心としたPR。そして、市民にもCM・
映画のシーンに興味・愛着をもってもらい
たいという思いが伝わってきました。また、
ふるさと納税については、寄付金を活用し、
安心な町づくり・地域のみりょく町づくり
などに使うこと。それから、体験型・観光
型などをつくること、寄付者を招待し交流
を深めようなどを検討していました。その
ことについて私は、市民のために頑張って
いると思いました。市議会を私は、市を支
える大切な役割だと思いました。

板橋小学校６年１組　渡
わ た な べ

辺  陽
あ き な

菜 さん 市議会を見学をして
思ったことについて

板橋小学校６年２組のみなさん

板橋小学校６年１組のみなさん



19 つくばみらい市議会だより

　今日、市議会を傍聴して、思ったことが
二つあります。一つ目は、私達にも、「何
かできることがあるのか」です。なぜかと
いうと、市議会を傍聴して、市長や部長、
議員など、質問やその解答など述べてい
て、とても真剣な姿を見て、私達にも、何
かできることがあれば、つくばみらい市民
として、できることを積極的に取り組もう
と思ったからです。二つ目は、「私もがん
ばろう」と思ったことです。みなさん、つ
くばみらい市のために、真剣に考えていて、
私もがんばろうと思いました。私も、つく
ばみらい市民として、積極的に取り組み、
がんばろうと思います。

谷原小学校６年１組　青
あ お や ぎ

柳  菜
な な み

々実 さん 私達にも、できること

　市議会を傍聴して、市長さんや市議会議
員の方々はつくばみらい市を快適で住みや
すいまちにするために、将来の計画を立て
たり、来年のことをかんがえたりして、と
ても大変なお仕事だということが分かりま
した。市議会議員さん一人の質問時間は１
時間と決められていてその短い時間を使っ
て質問をするのは大変だと思いました。今
回市議会を傍聴していろいろなことを知る
ことができました。このような機会をいた
だけてよかったです。ありがとうございま
した。

豊小学校６年１組　衣
き ぬ が さ

笠  ひな さん 市議会を傍聴して思ったこと

豊小学校６年１組のみなさん

谷原小学校６年１組のみなさん
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※日程等については変更になる場合があります。なお、会期日程は、議会
運営委員会（通常は開会日の７日前に開催）で協議され、定例会初日の
本会議で決定されますので、事前に議会事務局までお問い合わせ下さい。

平成 29 年　第１回定例会

本会議
（一般質問）

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（閉会）

総務常任
委員会

休会

教育民生
常任

委員会

休会

休会

休会 休会
（春分の日）

経済常任
委員会

◆ 音声による議会だより ◆
ホームページより音声による議会だよりの配
信を行っています。音声は、ボランティア団
体『朗読グループかたくり』のご協力で音声
訳を作成しています。
また、社会福祉協議会を窓口に目の不自由な
方々を対象に、無料で CD の貸し出しをして
います。ぜひ、お聴きください。

◆ ご意見ご感想をお寄せください ◆
「議会だより」についてのご意見・ご感想をお
寄せください。今後の本誌編集の参考にさせ
ていただきます。また、議会についてのご意
見等ありましたら併せてお聞かせください。

◆ 会議録の公開について ◆
会議の会議録は、市ホームページ、市立図書
館、議会事務局でご覧いただけます。なお、
最新の会議録の公開開始は、各定例会終了か
ら概ね３か月後となります。

◆ 議会ＴＶ放映中 ◆
議会開会中、伊奈庁舎及び谷和原庁舎のロ
ビーに設置してあるテレビで、本会議の様子
を生中継しています。どうぞ、ご視聴くださ
い。

◆ インターネット録画中継配信中 ◆
つくばみらい市議会では、「市民に身近な、開
かれた議会」を目指し、ホームページより録
画中継の配信を行っています。それぞれの映
像の掲載期間は１年となります。どうぞ、ご
覧ください。

◆ 市議会を傍聴しませんか !! ◆
議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴することができます。
◎傍聴の手続き
傍聴は、先着順で受付票に住所、氏名、年齢をご記入していただく
だけで、傍聴席（定員５０人）に入場できます。なお、常任委員会
等の傍聴席は、定員５人となっています。
◎傍聴場所
つくばみらい市議会は、谷和原庁舎 3 階です。
　■ 第２回定例会　傍聴者数　　　２１９人（うち小学生１８４人）

休会

休会

休会

休会休会休会予算特別委員会

野
田
牛
久
線（
県
道
）の
整
備
を

茨
城
県
に
要
望

　

平
成
28
年
第
3
回
定
例
会
で
議
員
提
案
に
よ
り

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
「
主
要
地
方
道
野
田

牛
久
線
改
良
整
備
の
促
進
に
関
す
る
要
望
書
」
に

つ
い
て
、
10
月
17
日
に
鈴
木
県
議
会
議
員
の
同
席

の
も
と
、
高
木
議
長
、
染
谷
副
議
長
、
鐘
ケ
江
経

済
常
任
委
員
長
に
よ
り
、
澤
田
県
土
木
部
長
に
面

会
し
、
予
算
確
保
と
着
実
な
る
事
業
の
推
進
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

【
要
望
書
提
出
先
】

　

県
知
事
、
県
土
木
部
長
、

　

県
道
路
建
設
課
長
、
県
土
浦
土
木
事
務
所
長左から 鈴木県議会議員、澤田県土木部長、

高木議長、染谷副議長、鐘ケ江経済常任委員長


